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第2回

[⽇ 時] 令和元年6⽉15⽇（⼟）18:30〜20:30 
[場 所] ⽯巻専修⼤学5号館3階学⽣ホール 
[テーマ] 世界に誇れる⽯巻地域にしよう〜発信︕未来へ〜 
[使⽤したテキスト] 『耕⼈』8-2号.pdf（塾⻑から塾⽣へのメッセージ） 
[活動内容詳細]

●塾⻑から（⽊村塾⻑） 
 「徳・体・知」の三つの要素をバランスよく向上させることが耕⼈塾の⽬指す「⼈間⼒」であり、こ
のような姿を塾⽣みんなの⼒で⾼めてほしいと、激励されました。

  

 耕⼈塾の意義について塾⻑の話を聞き、今⽇の活動がスタートしました。

 

●アイスブレイク 
 ⼀⼈では成し遂げられないことを⼼⼀つにして⽬的が達成できる集団を作り上げるための「チームビ
ルディング」を⾏い、楽しく活動しました。

https://koujinjyuku.jpn.org/
http://koujinjyuku.jpn.org/wysiwyg/file/download/1/1005


  



 

 班の中学⽣や⾼校⽣がふれあい、和やかな雰囲気で交流する塾⽣たち     

 

●ガイダンス（前⽥教学委員⻑） 
 取り組みたいテーマが決められるよう、本⽇の活動の説明をしました。

  

 聞き取ったことを簡潔にまとめることも⼤切な活動の⼀つ。真剣に聞き取る塾⽣。

 



●個⼈ワークA「前回の振り返り」 
 「耕⼈塾を通して⾃分はどう成⻑したいか」「20年後の⽯巻の姿」を『ワークシートA』に書き写しな
がら、⾃分の考えを深めます。

  

●個⼈ワークB「⾃分のことを知る・考える」 
 「マイブーム、趣味、好きなことは︖」「やってみたいこと、興味あることは︖」「⾃分が⼤切にして
いること、こだわりは︖」「いつも頭の中で考えていることは︖」といった項⽬について、『ワークシ
ートB』に書き込む作業を⾏います。

 

 ⾃分の考えを⾃由に書き込む塾⽣のワークシート



 

●個⼈ワークC「⾃分のしたいこと（アクション）を考える」 
 アイディアを出し、『ワークシートC』に具体的なイメージを記⼊します。

  

 

●班ワーク「共有とブラッシュアップ」 
 ①班ごとにそれぞれのワークシートを⾒せ合い、意⾒交換をしながら共有します。

 ②発表者以外はアドバイスや感想を発表者にフィードバックし、アイディアを更に深めます。

 



 

 ブラッシュアップは、「更に磨きをかける」「さらによくする」ことであり、発表者は聞き⼿に分か
りやすく伝えながら、聞き⼿と共有し、たくさんのアイディアを出していました。

 

●まとめ「次回までのアクションを決めて宣⾔」 
 ①テーマと次回までにする⼩さなアクションを決めます。

 ②『ワークシートD』を班内で共有し、⼀⼈ずつ「⼀⾔宣⾔」をします。 
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●講評（⾇⽥運営副委員⻑） 
 ⾃分を⾒つめることは⼤⼈になっても難しい。しかも、初めて会った⼈に⾃分の考えを発表すること
も難しいことであることを塾⽣にお話しました。また、イチロー選⼿のことを例にしながら、失敗を失
敗のままに終わらせない⼈が本当にすごい⼈。耕⼈塾で学び、成⻑できるように⼯夫したり、プラス思
考で物事を捉えたりすることが⼤切であり、「継続は⼒なり」は、⾃らの“能⼒”へと変化することを塾⽣
に話されました。
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